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条 例  

 

 次 に 掲 げ る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 ６ 年 ９ 月 30 日  

                 横 浜 市 長  山  中  竹  春   

１  横 浜 市 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利  

 用 等 に 関 す る 法 律 の 施 行 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

２  横 浜 市 地 域 ケ ア プ ラ ザ 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

３  横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

４  横 浜 市 が 設 置 す る 専 用 水 道 の 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 に 関 す る 条  

 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

５  横 浜 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

６  横 浜 市 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

７  横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境 の 保 全  

 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

８  横 浜 市 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

９  横 浜 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 等 の 制 限 に 関 す る 条 例  

 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

10  横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

11  横 浜 市 高 速 鉄 道 運 賃 条 例 及 び 横 浜 市 乗 合 自 動 車 乗 車 料 条 例 の 一  

 部 を 改 正 す る 条 例  

12  横 浜 市 貸 切 旅 客 自 動 車 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
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横 浜 市 条 例 第 39 号  

   横 浜 市 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番  

   号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 の 施 行 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改  

   正 す る 条 例  

 横 浜 市 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用

等 に 関 す る 法 律 の 施 行 に 関 す る 条 例 （ 平 成 27 年 ９ 月 横 浜 市 条 例 第 52

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 別 表 第 ２ の ５ の 項 中 「 関 す る 情 報 」 の 次 に 「 、 難 病 の 患 者 に 対 す

る 医 療 等 に 関 す る 法 律 第 28 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 指 定 難 病 要 支 援 者 証

明 事 業 の 実 施 に 関 す る 情 報 」 を 加 え る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 40 号  

   横 浜 市 地 域 ケ ア プ ラ ザ 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 地 域 ケ ア プ ラ ザ 条 例 （ 平 成 ３ 年 ９ 月 横 浜 市 条 例 第 30 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 別 表 第 ３ 中  

「 横 浜 市 上 永 谷 駅 前 地 域 ケ ア プ ラ ザ 」 を  

「 横 浜 市 上 永 谷 駅 前 地 域 ケ ア プ ラ ザ  

 横 浜 市 港 南 台 地 域 ケ ア プ ラ ザ   」  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

  

に 改 め る 。  



                     横 浜 市 報    号外第13 令和６年９月30日 

5 

横 浜 市 条 例 第 41 号  

   横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 （ 昭 和 35 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 35 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 21 条 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 の 各 号 」 を 削 り 、 「 ま た は 」 を 「  

又 は 」 に 改 め 、 「 ６ 箇 月 」 の 次 に 「 （ 急 病 等 に よ り 保 険 医 療 機 関 又

は 保 険 薬 局 か ら 療 養 を 受 け た 被 保 険 者 に 係 る 保 険 料 の 納 付 に つ い て

は 、 資 力 の 状 況 に 照 ら し て １ 年 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 ４ 号 中 「 前 各 号

」 を 「 前 ３ 号 」 に 改 め る 。  

 第 25 条 中 「 第 ９ 項 」 を 「 第 ５ 項 」 に 、 「 、 若 し く は 」 を 「 、 又 は  

」 に 改 め 、 「 又 は 同 条 第 ３ 項 若 し く は 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 被 保 険 者

証 の 返 還 を 求 め ら れ て こ れ に 応 じ な い 場 合 」 を 削 る 。  

 付 則 第 ５ 項 中 「 附 則 第 ５ 条 第 ２ 項 」 を 「 附 則 第 ４ 条 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 12 月 ２ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 付 則 第  

 ５ 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 国 民 健 康 保 険 条 例 第 21 条 の 規 定  

 は 、 令 和 ６ 年 度 分 の 保 険 料 の う ち 令 和 ６ 年 12 月 以 後 の 期 間 に 係 る  

 も の 及 び 令 和 ７ 年 度 以 後 の 年 度 分 の 保 険 料 に つ い て 適 用 し 、 令 和  

 ６ 年 度 分 の 保 険 料 の う ち 同 月 前 の 期 間 に 係 る も の 及 び 令 和 ５ 年 度  

 分 ま で の 保 険 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

３  こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 行 為 及 び 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人  

 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 等 の 一 部 を 改 正 す る  

 法 律 の 一 部 の 施 行 に 伴 う 関 係 政 令 の 整 備 等 及 び 経 過 措 置 に 関 す る  

 政 令 （ 令 和 ６ 年 政 令 第  260 号 ） 第 ９ 条 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例  

 に よ る こ と と さ れ る 場 合 に お け る こ の 条 例 の 施 行 後 に し た 行 為 に  

 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  
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横 浜 市 条 例 第 42 号  

   横 浜 市 が 設 置 す る 専 用 水 道 の 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 に 関  

   す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 が 設 置 す る 専 用 水 道 の 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 に 関 す る 条 例

（ 平 成 24 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 80 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ３ 条 第 １ 項 第 １ 号 中 「 。 以 下 同 じ 」 及 び 「 の 土 木 工 学 科 若 し く

は こ れ に 相 当 す る 課 程 に お い て 衛 生 工 学 若 し く は 水 道 工 学 に 関 す る

学 科 目 を 修 め て 卒 業 し た 後 、 」 を 削 り 、 「 に お い て 土 木 工 学 科 若 し

く は 」 を 「 に お い て 土 木 工 学 科 又 は 」 に 、 「 、 ２ 年 」 を 「 、 ３ 年 」

に 改 め 、 同 項 中 第 ２ 号 を 削 り 、 第 ３ 号 を 第 ２ 号 と し 、 第 ４ 号 を 第 ３

号 と し 、 同 項 第 ５ 号 中 「 第 １ 号 、 第 ３ 号 又 は 前 号 」 を 「 前 ３ 号 」 に

改 め 、 「 土 木 工 学 以 外 の 」 を 削 り 、 「 に 関 す る 学 科 目 又 は こ れ ら に

相 当 す る 学 科 目 」 を 「 の 課 程 又 は こ れ ら に 相 当 す る 課 程 （ 土 木 工 学

科 及 び 土 木 科 並 び に こ れ ら に 相 当 す る 課 程 を 除 く 。 ） 」 に 、 「 第 ３

号 に 」 を 「 第 ２ 号 に 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ４ 号 と し 、 同 項 第 ６ 号

中 「 水 道 の 工 事 に 関 す る 技 術 上 の 実 務 又 は 」 を 削 り 、 同 号 を 同 項 第

５ 号 と し 、 同 項 第 ７ 号 中 「 第 ９ 条 各 号 及 び 」 を 削 り 、 同 号 を 同 項 第

６ 号 と し 、 同 条 第 ２ 項 中 「  1,000 立 方 メ ー ト ル 」 を 「  10,000 立 方 メ

ー ト ル 」 に 改 め 、 「 「 ２ 年 」 と あ る の は 「 １ 年 」 と 、 同 項 第 ２ 号 中

」 を 削 り 、 「 同 項 第 ３ 号 」 を 「 同 項 第 ２ 号 」 に 、 「 同 項 第 ４ 号 」 を

「 同 項 第 ３ 号 」 に 、 「 同 項 第 ５ 号 」 を 「 同 項 第 ４ 号 」 に 、 「 同 項 第

６ 号 」 を 「 同 項 第 ５ 号 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 43 号  

   横 浜 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 公 園 条 例 （ 昭 和 33 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 11 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

 第 ５ 条 中 第 11 号 を 第 12 号 と し 、 第 10 号 を 第 11 号 と し 、 第 ９ 号 の 次

に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

 (10)  喫 煙 （ 健 康 増 進 法 （ 平 成 14 年 法 律 第  103 号 ） 第 28 条 第 ２ 号 に

規 定 す る 喫 煙 を い う 。 ） を す る こ と 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 44 号  

   横 浜 市 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 営 住 宅 条 例 （ 平 成 ９ 年 ２ 月 横 浜 市 条 例 第 １ 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。  

 別 表 の ２ の 表 中  

「  

セントラルヒルズ壱番館      

 を      
ボヌール緑園           

             」  

「  

セントラルヒルズ壱番館       に 改 め る 。  

             」  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 ６ 年 10 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 45 号  

   横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境  

   の 保 全 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境 の 保 全 等

に 関 す る 条 例 （ 平 成 ５ 年 ６ 月 横 浜 市 条 例 第 35 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。  

 題 名 を 次 の よ う に 改 め る 。  

   横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 等 に 係 る 住 環  

   境 の 保 全 等 に 関 す る 条 例  

 第 １ 条 中 「 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め る 。  

 第 ２ 条 第 ２ 項 第 ５ 号 、 第 ７ 号 及 び 第 ９ 号 ウ 中 「 大 規 模 建 築 物 」 を

「 大 規 模 な 建 築 物 」 に 改 め 、 同 項 第 10 号 及 び 第 11 号 を 次 の よ う に 改

め る 。  

 (10)  開 発 事 業 等  横 浜 市 開 発 事 業 等 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成

16 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 ３ 号 。 以 下 「 開 発 事 業 等 調 整 条 例 」 と い

う 。 ） 第 ２ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 開 発 事 業 及 び 同 条 第 ３ 号 に 規 定

す る 土 石 の 堆 積 事 業 （ 次 に 掲 げ る も の を 除 く 。 ） を い う 。  

  ア  開 発 事 業 等 調 整 条 例 第 ２ 条 第 ２ 号 エ に 規 定 す る 開 発 事 業 の

う ち 都 市 計 画 法 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 第 29 条 第 １ 項 第 ４

号 か ら 第 11 号 ま で に 規 定 す る 開 発 行 為 に 該 当 す る 開 発 事 業  

  イ  開 発 事 業 等 調 整 条 例 第 ２ 条 第 15 号 に 規 定 す る 特 定 小 規 模 開

発 事 業 等  

  ウ  開 発 事 業 等 調 整 条 例 第 ３ 条 第 １ 号 に 規 定 す る 開 発 事 業  

 (11)  開 発 事 業 者 等  開 発 事 業 等 調 整 条 例 第 ２ 条 第 ４ 号 に 規 定 す る

開 発 事 業 者 及 び 同 条 第 ５ 号 に 規 定 す る 土 石 の 堆 積 事 業 者 を い う  

。  

 第 ２ 条 第 ２ 項 第 12 号 及 び 第 13 号 を 削 り 、 同 項 第 14 号 中 「 開 発 事 業

調 整 条 例 第 ２ 条 第 ７ 号 」 を 「 開 発 事 業 等 調 整 条 例 第 ２ 条 第 17 号 」 に

改 め 、 同 号 を 同 項 第 12 号 と し 、 同 項 中 第 15 号 を 第 13 号 と し 、 第 16 号

か ら 第 18 号 ま で を ２ 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 条 第 ３ 項 中 「 又 は 開 発 事 業

」 を 「 又 は 開 発 事 業 等 」 に 、 「 （ 開 発 事 業 」 を 「 （ 開 発 事 業 等 」 に

、 「 、 開 発 事 業 」 を 「 、 開 発 事 業 等 」 に 改 め 、 「 、 近 接 住 民 と 開 発

事 業 （ 特 定 大 規 模 開 発 事 業 を 除 く 。 ） に 係 る 開 発 事 業 者 若 し く は 工

事 施 工 者 」 を 削 り 、 「 特 定 大 規 模 開 発 事 業 に 係 る 開 発 事 業 者 」 を 「

開 発 事 業 等 に 係 る 開 発 事 業 者 等 」 に 改 め る 。  

 第 ３ 条 第 ５ 項 中 「 （ 昭 和 43 年 法 律 第  100 号 ） 」 を 削 る 。  

 第 ６ 条 中 「 開 発 事 業 者 」 を 「 開 発 事 業 者 等 」 に 改 め 、 「 、 近 接 住

民 」 を 削 る 。  

 第 ７ 条 第 ２ 項 、 第 ８ 条 及 び 第 ９ 条 中 「 大 規 模 建 築 物 」 を 「 大 規 模

な 建 築 物 」 に 改 め る 。  
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 第 10 条 第 ４ 項 中 「 開 発 事 業 （ 」 を 「 開 発 事 業 等 （ 」 に 、 「 開 発 事

業 調 整 条 例 」 を 「 開 発 事 業 等 調 整 条 例 」 に 改 め る 。  

 第 11 条 第 ４ 項 中 「 大 規 模 建 築 物 」 を 「 大 規 模 な 建 築 物 」 に 改 め る  

。  

 第 14 条 第 ３ 項 中 「 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 ２ 条 第 ２

項 第 ５ 号 、 第 ７ 号 及 び 第 ９ 号 ウ 、 第 ７ 条 第 ２ 項 、 第 ８ 条 、 第 ９ 条 並

び に 第 11 条 第 ４ 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 46 号  

   横 浜 市 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 建 築 基 準 条 例 （ 昭 和 35 年 10 月 横 浜 市 条 例 第 20 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ３ 条 の ２ 第 ２ 項 第 ６ 号 中 「 第 18 条 第 18 項 」 を 「 第 18 条 第 22 項 若

し く は 第 26 項 」 に 改 め る 。  

 第 ４ 条 の ２ の 見 出 し 中 「 大 規 模 建 築 物 」 を 「 大 規 模 な 建 築 物 」 に

改 め る 。  

 第 ６ 条 第 １ 項 各 号 中 「 準 耐 火 構 造 」 の 次 に 「 と し た 建 築 物 （ 特 定

主 要 構 造 部 を 耐 火 構 造 と し た 建 築 物 を 含 む 。 ） 」 を 加 え 、 「 該 当 す

る 構 造 と し た 」 を 「 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る 」 に 改 め る 。  

 第 16 条 第 １ 項 中 「 （ 令 第  110 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る も

の に 限 る 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 た だ し 書 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  た だ し 、 下 宿 、 共 同 住 宅 又 は 寄 宿 舎 の 用 途 に 供 す る も の （ ２ 階

の 一 部 を 病 院 、 診 療 所 、 ホ テ ル 、 旅 館 、 簡 易 宿 所 又 は 児 童 福 祉 施

設 等 の 用 途 に 供 す る も の で 、 そ の 用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合

計 が  400 平 方 メ ー ト ル を 超 え る も の を 除 く 。 ） で 、 法 第 ２ 条 第 ９

号 の ３ イ に 該 当 す る 準 耐 火 建 築 物 （ １ 時 間 準 耐 火 基 準 そ の 他 規 則

で 定 め る 基 準 に 適 合 す る も の に 限 る 。 ） と し た 場 合 に あ っ て は 、

こ の 限 り で な い 。  

 第 16 条 第 １ 項 各 号 を 削 り 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

３  第 １ 項 に 規 定 す る 基 準 の 適 用 上 一 の 建 築 物 で あ っ て も 別 の 建 築

物 と み な す こ と が で き る 部 分 と し て 令 第  109 条 の ８ に 規 定 す る 部

分 が ２ 以 上 あ る 建 築 物 の 当 該 建 築 物 の 部 分 は 、 同 項 の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 別 の 建 築 物 と み な す 。  

 第 23 条 第 １ 項 中 「 （ 令 第  110 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る も

の に 限 る 。 ） 」 を 削 り 、 同 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

３  第 １ 項 に 規 定 す る 基 準 の 適 用 上 一 の 建 築 物 で あ っ て も 別 の 建 築

物 と み な す こ と が で き る 部 分 と し て 令 第  109 条 の ８ に 規 定 す る 部

分 が ２ 以 上 あ る 建 築 物 の 当 該 建 築 物 の 部 分 は 、 同 項 の 規 定 の 適 用

に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 別 の 建 築 物 と み な す 。  

 第 23 条 の ４ 中 第 ４ 項 を 第 ５ 項 と し 、 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 同 条 第

２ 項 中 「 前 項 第 １ 号 」 を 「 第 １ 項 第 １ 号 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３

項 と し 、 同 条 第 １ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

２  前 項 第 １ 号 に 規 定 す る 基 準 の 適 用 上 一 の 建 築 物 で あ っ て も 別 の

建 築 物 と み な す こ と が で き る 部 分 と し て 令 第  109 条 の ８ に 規 定 す

る 部 分 が ２ 以 上 あ る 建 築 物 の 当 該 建 築 物 の 部 分 は 、 同 号 の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 別 の 建 築 物 と み な す 。  

 第 33 条 第 １ 項 中 「 準 耐 火 構 造 と 」 の 次 に 「 し 、 又 は 特 定 主 要 構 造

部 を 耐 火 構 造 と 」 を 加 え 、 同 条 中 第 ２ 項 を 第 ３ 項 と し 、 第 １ 項 の 次



                     横 浜 市 報    号外第13 令和６年９月30日 

12 

に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

２  前 項 に 規 定 す る 基 準 の 適 用 上 一 の 建 築 物 で あ っ て も 別 の 建 築 物

と み な す こ と が で き る 部 分 と し て 令 第  109 条 の ８ に 規 定 す る 部 分

が ２ 以 上 あ る 建 築 物 の 当 該 建 築 物 の 部 分 は 、 同 項 の 規 定 の 適 用 に

つ い て は 、 そ れ ぞ れ 別 の 建 築 物 と み な す 。  

 第 43 条 の ３ 第 ２ 項 中 「 で あ る か 、 又 は 」 を 「 で あ る 建 築 物 （ 特 定

主 要 構 造 部 が 耐 火 構 造 で あ る 建 築 物 を 含 む 。 ） 又 は 主 要 構 造 部 が 」

に 改 め る 。  

 第 53 条 の ６ の 見 出 し 中 「 主 要 構 造 部 」 を 「 特 定 主 要 構 造 部 」 に 改

め 、 同 条 第 １ 項 中 「 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 資 す る た め の 建 築 物 の エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 に 関 す る 法 律 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 部

の 施 行 に 伴 う 関 係 政 令 の 整 備 等 に 関 す る 政 令 （ 令 和 ５ 年 政 令 第  280  

号 ） 第 ２ 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 令 （ 次 項 に お い て 「 旧 令 」 と い う

。 ） 第  108 条 の ３ 第 ３ 項 」 を 「 令 第  108 条 の ４ 第 ３ 項 」 に 、 「 及 び

第 ２ 項 」 を 「 及 び 第 ３ 項 」 に 、 「 主 要 構 造 部 」 を 「 特 定 主 要 構 造 部

」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 旧 令 第  108 条 の ３ 第 ４ 項 」 を 「 令 第  108  

条 の ４ 第 ４ 項 」 に 、 「 第 23 条 の ４ 第 ２ 項 」 を 「 第 23 条 の ４ 第 ３ 項 」

に 、 「 主 要 構 造 部 」 を 「 特 定 主 要 構 造 部 」 に 改 め る 。  

 第 53 条 の ８ 中 「 第 33 条 第 ２ 項 」 を 「 第 33 条 第 ３ 項 」 に 改 め る 。  

 第 56 条 の 見 出 し 中 「 増 築 等 」 を 「 増 築 又 は 改 築 」 に 改 め 、 同 条 第

１ 項 中 「 よ り 、 」 を 「 よ り 」 に 、 「 係 る そ の 床 面 積 の 合 計 が 50 平 方

メ ー ト ル 以 内 の 増 築 等 に つ い て 」 を 「 つ い て 増 築 又 は 改 築 （ 増 築 又

は 改 築 に 係 る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が 50 平 方 メ ー ト ル 以 内 の も の に 限

る 。 ） を す る 場 合 に お い て 」 に 、 「 第 ３ 条 第 ３ 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号

」 を 「 第 ３ 条 第 ３ 項 （ 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 以 下 こ

の 条 及 び 次 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 ５ 項 中 「 係 る 増 築

等 」 を 「 つ い て 増 築 又 は 改 築 」 に 、 「 に つ い て 」 を 「 を す る 場 合 に

お い て 」 に 、 「 第 ３ 条 第 ３ 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 」 を 「 第 ３ 条 第 ３ 項

」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ９ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 中 「 に よ り 、 第 ４ 条

」 を 「 に よ り 第 ４ 条 第 １ 項 又 は 第 ３ 項 」 に 、 「 係 る 増 築 等 に つ い て

は 、 増 築 等 が 基 準 時 （ 同 項 の 規 定 に よ り 、 こ の 条 例 の 規 定 の 適 用 を

受 け な い 建 築 物 に つ い て 、 同 項 の 規 定 に よ り 引 き 続 き こ の 条 例 の 規

定 の 適 用 を 受 け な い 期 間 の 始 期 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。

） 」 を 「 つ い て 増 築 又 は 改 築 （ 基 準 時 」 に 、 「 増 築 等 の 」 を 「 増 築

又 は 改 築 の 」 に 、 「 場 合 は 、 法 第 ３ 条 第 ３ 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 」 を

「 も の に 限 る 。 ） を す る 場 合 に お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３ 項 」 に 、 「

第 ４ 条 の 規 定 は 」 を 「 こ れ ら の 規 定 は 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ８ 項

と し 、 同 条 第 ３ 項 中 「 第 ８ 条 ま で 」 を 「 第 ９ 条 ま で 、 第 18 条 、 第 19

条 」 に 、 「 第 23 条 の ４ 第 ３ 項 」 を 「 第 23 条 の ４ 第 １ 項 第 ２ 号 若 し く

は 第 ３ 号 若 し く は 第 ４ 項 、 第 27 条 第 ２ 項 （ 廊 下 の 幅 に 係 る 制 限 に 限
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る 。 ） 、 第 36 条 第 ４ 項 （ 廊 下 の 幅 に 係 る 制 限 に 限 る 。 ） 」 に 改 め 、

「 第 38 条 」 の 次 に 「 、 第 43 条 の ２ 」 を 加 え 、 「 増 築 等 」 を 「 増 築 又

は 改 築 」 に 、 「 第 ３ 条 第 ３ 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 」 を 「 第 ３ 条 第 ３ 項

」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ７ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 中 「 次 条 第 １ 項 」 を

「 第 56 条 の ３ 第 ２ 項 」 に 、 「 増 築 等 」 を 「 増 築 又 は 改 築 」 に 、 「 第

３ 条 第 ３ 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 」 を 「 第 ３ 条 第 ３ 項 」 に 改 め 、 同 項 を

同 条 第 ６ 項 と し 、 同 条 第 １ 項 の 次 に 次 の ４ 項 を 加 え る 。  

２  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 ６ 条 第 １ 項 、 第 ６ 条 の ２ 、 第 13

条 （ 屋 外 に 通 ず る 出 口 に 係 る 制 限 に 限 る 。 ） 、 第 20 条 、 第 27 条 第

１ 項 若 し く は 第 ２ 項 （ こ れ ら の 規 定 の う ち 階 段 に 係 る 制 限 に 限 る

。 ） 、 第 28 条 第 １ 項 、 第 34 条 、 第 35 条 、 第 37 条 か ら 第 40 条 ま で 、

第 43 条 の ３ 第 １ 項 、 第 43 条 の ４ 、 第 50 条 第 １ 項 第 ３ 号 又 は 第 51 条

第 ２ 項 第 ２ 号 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 に つ い て 次 の 各 号 の

い ず れ か （ 居 室 の 部 分 に 係 る 増 築 に あ っ て は 、 第 １ 号 ） に 該 当 す

る 増 築 又 は 改 築 を す る 場 合 に お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３ 項 の 規 定 に

か か わ ら ず 、 こ れ ら の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 (1)  次 の い ず れ に も 該 当 す る も の で あ る こ と 。  

  ア  増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 及 び そ の 他 の 部 分 が 、 増 築 又 は 改

築 後 に お い て 、 そ れ ぞ れ 令 第  117 条 第 ２ 項 各 号 の い ず れ か に

掲 げ る 建 築 物 の 部 分 と な る も の で あ る こ と 。  

  イ  増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 が 、 規 則 で 定 め る 基 準 に 適 合 す る

も の で あ る こ と 。  

 (2)  増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 の 対 象 床 面 積 （ 令 第  137 条 の ２ の ２

第 １ 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 対 象 床 面 積 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い

て 同 じ 。 ） の 合 計 が 基 準 時 （ 法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 こ

の 条 例 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 に つ い て 、 同 項 の 規 定 に

よ り 引 き 続 き 当 該 規 定 の 適 用 を 受 け な い 期 間 の 始 期 を い う 。 以

下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に お け る 延 べ 面 積 の 20 分 の １ （ 50 平

方 メ ー ト ル を 超 え る 場 合 に あ っ て は 、 50 平 方 メ ー ト ル 。 以 下 こ

の 条 に お い て 同 じ 。 ） を 超 え ず 、 か つ 、 当 該 増 築 又 は 改 築 が 当

該 増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 以 外 の 部 分 に お け る 避 難 の 安 全 上 支

障 と な ら な い も の で あ る こ と 。  

３  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 ６ 条 第 ２ 項 若 し く は 第 ３ 項 、 第

27 条 第 ４ 項 、 第 28 条 第 ２ 項 又 は 第 32 条 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で の 規

定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 に つ い て 増 築 （ 居 室 の 部 分 に 係 る も の

を 除 く 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 改 築 に 係 る 部 分 の 対 象

床 面 積 の 合 計 が 基 準 時 に お け る 延 べ 面 積 の 20 分 の １ を 超 え ず 、 か

つ 、 当 該 増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 以 外 の 部 分 に お け る 避 難 及 び 消

火 の 安 全 上 支 障 と な ら な い も の で あ る 増 築 又 は 改 築 を す る 場 合 に

お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ れ ら の 規 定 は
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、 適 用 し な い 。  

４  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 16 条 第 ２ 項 （ 第 49 条 第 ２ 項 の 規

定 に よ り 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 36 条 第 ３ 項 又 は 第 53 条 の ４

第 １ 号 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 に つ い て 次 の 各 号 の い ず れ

か に 該 当 す る 増 築 又 は 改 築 を す る 場 合 に お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ れ ら の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 (1)  次 の い ず れ に も 該 当 す る も の で あ る こ と 。  

  ア  増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 が 火 熱 遮 断 壁 等 で 区 画 さ れ る も の

で あ る こ と 。  

  イ  増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 が 、 規 則 で 定 め る 基 準 に 適 合 す る

も の で あ る こ と 。  

 (2)  増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 の 対 象 床 面 積 の 合 計 が 基 準 時 に お け

る 延 べ 面 積 の 20 分 の １ を 超 え ず 、 か つ 、 当 該 増 築 又 は 改 築 が 当

該 増 築 又 は 改 築 に 係 る 部 分 以 外 の 部 分 に お け る 延 焼 の 危 険 性 を

増 大 さ せ な い も の で あ る こ と 。  

５  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 ６ 条 第 １ 項 、 第 13 条 （ 屋 外 に 通

ず る 出 口 に 係 る 制 限 に 限 る 。 ） 、 第 28 条 第 １ 項 、 第 38 条 又 は 第 51

条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 で あ っ て 、 令 第 10  

9 条 の ８ に 規 定 す る 建 築 物 の 部 分 （ 以 下 こ の 項 及 び 第 56 条 の ３ 第

１ 項 に お い て 「 独 立 部 分 」 と い う 。 ） が ２ 以 上 あ る も の に つ い て

増 築 又 は 改 築 を す る 場 合 に お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３ 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 当 該 増 築 又 は 改 築 を す る 独 立 部 分 以 外 の 独 立 部 分 に 対

し て は 、 こ れ ら の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 第 56 条 の ７ 中 第 ３ 項 を 第 ４ 項 と し 、 第 ２ 項 を 第 ３ 項 と し 、 第 １ 項

の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

２  第 56 条 の ２ 第 ５ 項 の 規 定 に 基 づ く 認 定 を 受 け よ う と す る 者 は 、

申 請 の 際 、 １ 件 に つ き  27,000 円 の 手 数 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な

い 。  

 第 56 条 の ７ を 第 56 条 の ８ と す る 。  

 第 56 条 の ６ 第 １ 項 中 「 建 築 主 事 」 の 次 に 「 又 は 建 築 副 主 事 （ 当 該

工 事 が 法 第 ４ 条 第 ７ 項 に 規 定 す る 大 規 模 建 築 物 に 係 る も の で あ る 場

合 に あ っ て は 、 建 築 主 事 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第

２ 項 中 「 建 築 主 事 」 の 次 に 「 又 は 建 築 副 主 事 」 を 加 え 、 同 条 を 第 56

条 の ７ と し 、 第 56 条 の ５ を 第 56 条 の ６ と し 、 第 56 条 の ４ を 第 56 条 の

５ と し 、 第 56 条 の ３ を 第 56 条 の ４ と す る 。  

 第 56 条 の ２ 第 ３ 項 中 「 第 23 条 の ４ 第 ２ 項 若 し く は 第 ３ 項 」 を 「 第

23 条 の ４ 第 ３ 項 若 し く は 第 ４ 項 」 に 、 「 係 る 」 を 「 つ い て 」 に 、 「

に つ い て 」 を 「 を す る 場 合 に お い て 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ４ 項 と

し 、 同 条 第 ２ 項 中 「 よ り 第 20 条 の ２ 」 を 「 よ り 第 ９ 条 、 第 18 条 、 第

19 条 、 第 20 条 の ２ 、 第 27 条 第 ２ 項 （ 廊 下 の 幅 に 係 る 制 限 に 限 る 。 ）
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、 第 36 条 第 ４ 項 （ 廊 下 の 幅 に 係 る 制 限 に 限 る 。 ） 又 は 第 43 条 の ２ 」

に 、 「 、 第 20 条 の ２ 」 を 「 、 こ れ ら 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項 と

し 、 同 条 第 １ 項 中 「 第 33 条 第 ２ 項 」 を 「 第 33 条 第 ３ 項 」 に 改 め 、 同

項 を 同 条 第 ２ 項 と し 、 同 条 に 第 １ 項 と し て 次 の １ 項 を 加 え る 。  

  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 ６ 条 第 １ 項 、 第 13 条 （ 屋 外 に 通

ず る 出 口 に 係 る 制 限 に 限 る 。 ） 、 第 28 条 第 １ 項 、 第 38 条 又 は 第 51

条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 で あ っ て 、 独 立 部

分 が ２ 以 上 あ る も の に つ い て 用 途 の 変 更 を す る 場 合 に お い て は 、

法 第 87 条 第 ３ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 用 途 の 変 更 を す る 独 立

部 分 以 外 の 独 立 部 分 に 対 し て は 、 こ れ ら の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 第 56 条 の ２ を 第 56 条 の ３ と し 、 第 56 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

 （ 既 存 建 築 物 の 大 規 模 の 修 繕 又 は 大 規 模 の 模 様 替 に 対 す る 制 限 の  

 緩 和 ）  

第 56 条 の ２  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 ４ 条 第 １ 項 若 し く は 第

３ 項 、 第 ４ 条 の ３ 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 、 第 14 条 、 第 16 条 第 １ 項

、 第 23 条 、 第 23 条 の ２ 、 第 23 条 の ４ 第 １ 項 第 １ 号 、 第 33 条 第 １ 項

、 第 44 条 又 は 第 49 条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 に つ い

て 大 規 模 の 修 繕 又 は 大 規 模 の 模 様 替 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 大 規

模 の 修 繕 等 」 と い う 。 ） を す る 場 合 に お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３ 項

の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ れ ら の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

２  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 ６ 条 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 、 第

６ 条 の ２ 、 第 13 条 （ 屋 外 に 通 ず る 出 口 に 係 る 制 限 に 限 る 。 ） 、 第

20 条 、 第 27 条 第 １ 項 若 し く は 第 ２ 項 （ こ れ ら の 規 定 の う ち 階 段 に

係 る 制 限 に 限 る 。 ） 若 し く は 第 ４ 項 、 第 28 条 第 １ 項 若 し く は 第 ２

項 、 第 32 条 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 、 第 34 条 、 第 35 条 、 第 37 条 か ら

第 40 条 ま で 、 第 43 条 の ３ 第 １ 項 、 第 43 条 の ４ 、 第 50 条 第 １ 項 第 ３

号 又 は 第 51 条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 に つ い

て 大 規 模 の 修 繕 等 （ 令 第  137 条 の 12 第 ４ 項 に 規 定 す る 範 囲 内 の も

の に 限 る 。 ） を 行 う 場 合 に お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３ 項 の 規 定 に か

か わ ら ず 、 こ れ ら の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

３  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 16 条 第 ２ 項 （ 第 49 条 第 ２ 項 の 規

定 に よ り 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 36 条 第 ３ 項 又 は 第 53 条 の ４

第 １ 号 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 に つ い て 大 規 模 の 修 繕 等 （

令 第  137 条 の 12 第 ５ 項 に 規 定 す る 範 囲 内 の も の に 限 る 。 ） を 行 う

場 合 に お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ れ ら の

規 定 は 、 適 用 し な い 。  

４  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 ４ 条 の ２ 、 第 ５ 条 第 １ 項 、 第 ３

項 若 し く は 第 ４ 項 、 第 15 条 、 第 24 条 第 １ 項 、 第 25 条 第 １ 項 若 し く

は 第 ２ 項 、 第 26 条 、 第 27 条 第 ４ 項 、 第 29 条 第 １ 項 若 し く は 第 ３ 項

、 第 30 条 第 １ 項 、 第 31 条 、 第 32 条 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 、 第 47 条
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第 １ 項 、 第 47 条 の ２ 、 第 48 条 第 １ 項 、 第 52 条 第 １ 項 若 し く は 第 ２

項 又 は 第 53 条 第 １ 項 の 規 定 （ 次 項 に お い て 「 建 築 物 の 敷 地 と 道 路

と の 関 係 に 関 す る 制 限 に 係 る 規 定 」 と い う 。 ） の 適 用 を 受 け な い

建 築 物 に つ い て 大 規 模 の 修 繕 等 （ 令 第  137 条 の 12 第 ６ 項 に 規 定 す

る 範 囲 内 の も の に 限 る 。 ） を 行 う 場 合 に お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ れ ら の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

５  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 建 築 物 の 敷 地 と 道 路 と の 関 係 に 関

す る 制 限 に 係 る 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 に つ い て 、 大 規 模 の

修 繕 等 （ 令 第  137 条 の 12 第 ６ 項 に 規 定 す る 範 囲 内 の も の を 除 く 。

） で あ っ て 、 市 長 が 交 通 上 、 安 全 上 、 防 火 上 及 び 衛 生 上 支 障 が な

い と 認 め る も の を 行 う 場 合 に お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３ 項 の 規 定 に

か か わ ら ず 、 こ れ ら の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 第 58 条 第 １ 項 中 「 第 23 条 の ４ 第 ２ 項 」 を 「 第 23 条 の ４ 第 ３ 項 」 に

、 「 か ら 第 23 条 の ３ ま で 」 を 「 、 第 22 条 、 第 23 条 第 １ 項 若 し く は 第

２ 項 、 第 23 条 の ２ 、 第 23 条 の ３ 」 に 、 「 第 ３ 項 若 し く は 第 ４ 項 」 を

「 第 ４ 項 若 し く は 第 ５ 項 」 に 、 「 第 33 条 か ら 第 34 条 の ２ ま で 」 を 「

第 33 条 第 １ 項 若 し く は 第 ３ 項 、 第 34 条 、 第 34 条 の ２ 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 ４ 条 の

２ の 見 出 し の 改 正 規 定 は 公 布 の 日 か ら 、 第 ３ 条 の ２ 第 ２ 項 第 ６ 号

の 改 正 規 定 は 地 域 の 自 主 性 及 び 自 立 性 を 高 め る た め の 改 革 の 推 進

を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 令 和 ６ 年 法 律 第 53 号

） 附 則 第 １ 条 第 ３ 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 又 は こ の 条 例 の 公 布

の 日 の い ず れ か 遅 い 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 前 に し た こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 建 築 基

準 条 例 に 違 反 す る 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前

の 例 に よ る 。  
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横 浜 市 条 例 第 47 号  

   横 浜 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 等 の 制 限 に 関 す    

   る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 等 の 制 限 に 関 す る 条 例 （

平 成 ３ 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 57 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 別 表 第 ２ 関 内 駅 前 地 区 地 区 整 備 計 画 区 域 の 項 中  

「  

Ａ 地 区  

１ 住宅                       

２ 住宅で事務所、店舗その他これらに類する用途を兼ね 

 るもの                       

３ 共同住宅、寄宿舎又は下宿             

４ 老人福祉法第29条第１項に規定する有料老人ホーム  

５ 自動車教習所                   

６ マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売 

 所又は場外車券売場                 

７ 個室付浴場業に係る公衆浴場その他これに類する令第 

  130 条の９の５に規定するもの            

８ 危険物の貯蔵又は処理に供するもの（自己の使用のた 

 めの貯蔵施設その他これに類するものを除く。）    

                        」  

を  

「  

Ａ 地 区  

１ 住宅                       

２ 住宅で事務所、店舗その他これらに類する用途を兼ね 

 るもの                       

３ 共同住宅、寄宿舎又は下宿             

４ 老人福祉法第29条第１項に規定する有料老人ホーム  

５ 自動車教習所                   

６ マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売 

 所又は場外車券売場   

７ 個室付浴場業に係る公衆浴場その他これに類する令第 

  130 条の９の５に規定するもの            

８ 危険物の貯蔵又は処理に供するもの（自己の使用のた 

 めの貯蔵施設その他これに類するものを除く。）    

 

１ 住宅                       

２ 住宅で事務所、店舗その他これらに類する用途を兼ね 

 るもの                       

３ 下宿                       

４ 老人福祉法第29条第１項に規定する有料老人ホーム  
 



                     横 浜 市 報    号外第13 令和６年９月30日 

18 

Ｂ 地 区  

 

 

 

 

 

５ 自動車教習所                   

６ マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売 

 所、場外車券売場その他これらに類するもの      

７ 個室付浴場業に係る公衆浴場その他これに類する令第 

  130 条の９の５に規定するもの            

８ 危険物の貯蔵又は処理に供するもの（自己の使用のた 

 めの貯蔵施設その他これに類するものを除く。）    

                        」  

に 改 め る 。  

 別 表 第 12 関 内 駅 前 地 区 地 区 整 備 計 画 区 域 の 項 中  

「  

Ａ 地 区  100分の7.5         

                        」  

を  

「  

Ａ 地 区  100分の7.5         

Ｂ 地 区  100分の7.5        100平方メートル       

                        」  

に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 48 号  

   横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る  

   条 例  

 横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 16 年 ３ 月 横 浜 市 条 例

第 ３ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 題 名 を 次 の よ う に 改 め る 。  

   横 浜 市 開 発 事 業 等 の 調 整 等 に 関 す る 条 例  

 目 次 中 「 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 、 「 開 発 構 想 」 を 「 開 発

事 業 等 の 構 想 」 に 、 「 計 画 に 関 す る 」 を 「 構 想 に 関 す る 」 に 改 め る

。  

 第 １ 条 中 「 そ の 他 の 開 発 事 業 」 の 次 に 「 又 は 土 石 の 堆 積 事 業 （ 以

下 「 開 発 事 業 等 」 と い う 。 ） 」 を 、 「 お い て 、 開 発 事 業 者 」 の 次 に

「 又 は 土 石 の 堆 積 事 業 者 （ 以 下 「 開 発 事 業 者 等 」 と い う 。 ） 」 を 加

え 、 「 開 発 事 業 の 構 想 の 」 を 「 開 発 事 業 等 の 構 想 の 住 民 へ の 」 に 改

め 、 「 。 以 下 「 法 」 と い う 。 」 を 削 り 、 「 開 発 事 業 者 、 」 を 「 開 発

事 業 者 等 、 」 に 改 め 、 「 形 成 」 の 次 に 「 及 び 宅 地 造 成 、 特 定 盛 土 等

又 は 土 石 の 堆 積 に 伴 う 崖 崩 れ 又 は 土 砂 の 流 出 に よ る 災 害 の 防 止 」 を

加 え る 。  

 第 ２ 条 各 号 列 記 以 外 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  こ の 条 例 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 次 に 定 め る も の の ほ か 、 都 市

計 画 法 、 建 築 基 準 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第  201 号 ） 及 び 宅 地 造 成 及 び

特 定 盛 土 等 規 制 法 （ 昭 和 36 年 法 律 第  191 号 。 以 下 「 盛 土 規 制 法 」

と い う 。 ） 並 び に こ れ ら の 法 律 に 基 づ く 命 令 の 例 に よ る 。  

 第 ２ 条 第 １ 号 ア 中 「 近 隣 商 業 地 域 に 」 を 「 近 隣 商 業 地 域 （ イ に お

い て 「 商 業 系 用 途 地 域 」 と い う 。 ） に お い て の み 」 に 改 め 、 同 号 イ

中 「 ア に 定 め る 用 途 地 域 以 外 の 用 途 地 域 」 を 「 商 業 系 用 途 地 域 以 外

の 用 途 地 域 （ そ の 地 域 と 商 業 系 用 途 地 域 と に わ た る 場 合 を 含 む 。 ）

」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 号 ア 中 「 法 」 を 「 都 市 計 画 法 」 に 改 め 、 同 号 イ

中 「 開 発 行 為 が 行 わ れ た も の 」 を 「 行 う 開 発 行 為 に 伴 う 建 築 」 に 改

め 、 同 号 ウ 及 び エ を 次 の よ う に 改 め る 。  

  ウ  市 街 化 調 整 区 域 に お け る 建 築 物 の 建 築 で 、 当 該 建 築 物 の 敷

地 の 面 積 （ 当 該 敷 地 が 市 街 化 調 整 区 域 と 市 街 化 区 域 と に わ た

る 場 合 は 、 市 街 化 調 整 区 域 内 に 存 す る 部 分 の 面 積 に 限 る 。 ）

が  3,000 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の （ 当 該 建 築 の 用 に 供 す る 目

的 で 行 う 開 発 行 為 に 伴 う 建 築 及 び 通 常 の 管 理 行 為 、 軽 易 な 行

為 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 行 為 を 除 く 。 ）  

  エ  宅 地 造 成 等 工 事 規 制 区 域 に お け る 宅 地 造 成 及 び 特 定 盛 土 等

（ 当 該 宅 地 造 成 及 び 特 定 盛 土 等 に 関 す る 工 事 が 盛 土 規 制 法 第

12 条 第 １ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 工 事 に 該 当 す る も の を 除 く 。

） （ ア か ら ウ ま で 、 オ 若 し く は カ に 該 当 し 、 又 は こ れ ら に 伴
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い 行 わ れ る も の を 除 く 。）  

 第 ２ 条 第 ２ 号 カ 中 「 道 路 」 の 次 に 「 （ 新 設 す る も の に 限 る 。 ） 」

を 加 え 、 同 条 第 ３ 号 か ら 第 ７ 号 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。  

 (3)  土 石 の 堆 積 事 業  宅 地 造 成 等 工 事 規 制 区 域 に お け る 土 石 の 堆

積 （ 当 該 土 石 の 堆 積 に 関 す る 工 事 が 盛 土 規 制 法 第 12 条 第 １ 項 た

だ し 書 に 規 定 す る 工 事 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ） に 該 当 す る 行

為 を い う 。  

 (4)  開 発 事 業 者  第 ２ 号 ア 、 オ 又 は カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ て

は 当 該 開 発 事 業 に 係 る 開 発 行 為 を し よ う と す る 者 、 同 号 イ 又 は

ウ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ て は 当 該 開 発 事 業 に 係 る 建 築 物 の 建

築 主 、 同 号 エ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ て は 当 該 開 発 事 業 に 係 る

宅 地 造 成 又 は 特 定 盛 土 等 に 関 す る 工 事 の 工 事 主 を い う 。  

 (5)  土 石 の 堆 積 事 業 者  土 石 の 堆 積 事 業 に 係 る 土 石 の 堆 積 に 関 す

る 工 事 の 工 事 主 を い う 。  

 (6)  開 発 事 業 区 域  第 ２ 号 ア 、 オ 又 は カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ

て は 開 発 区 域 、 同 号 イ 又 は ウ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ て は 建 築

物 の 敷 地 、 同 号 エ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ て は 宅 地 造 成 及 び 特

定 盛 土 等 に 該 当 す る 行 為 に 係 る 土 地 の 区 域 を い う 。  

 (7)  土 石 の 堆 積 事 業 区 域  土 石 の 堆 積 事 業 に 係 る 土 地 の 区 域 を い

う 。  

 第 ２ 条 第 ９ 号 中 「 開 発 事 業 区 域 」 を 「 開 発 事 業 等 区 域 」 に 改 め 、

同 号 を 同 条 第 19 号 と し 、 同 条 第 ８ 号 中 「 法 」 を 「 都 市 計 画 法 」 に 、

「 基 づ き 」 を 「 よ り 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 18 号 と し 、 同 号 の 前 に

次 の 10 号 を 加 え る 。  

 (8)  開 発 事 業 に 関 す る 工 事  第 ２ 号 ア 、 オ 又 は カ に 掲 げ る 開 発 事

業 に あ っ て は 当 該 開 発 事 業 に 係 る 開 発 行 為 に 関 す る 工 事 、 同 号

イ 又 は ウ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ て は 当 該 開 発 事 業 に お い て 予

定 さ れ る 建 築 物 に 関 す る 工 事 、 同 号 エ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ

て は 当 該 開 発 事 業 に 係 る 宅 地 造 成 及 び 特 定 盛 土 等 に 関 す る 工 事

を い う 。  

 (9)  土 石 の 堆 積 事 業 に 関 す る 工 事  土 石 の 堆 積 事 業 に 係 る 土 石 の

堆 積 に 関 す る 工 事 を い う 。  

 (10)  開 発 事 業 の 構 想  開 発 事 業 区 域 内 の 土 地 の 利 用 、 予 定 さ れ る

建 築 物 又 は 特 定 工 作 物 、 宅 地 造 成 及 び 特 定 盛 土 等 に 関 す る 工 事

そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 に つ い て の 構 想 （ 開 発 事 業 が 都 市 計 画

法 第 29 条 第 １ 項 第 ４ 号 か ら 第 11 号 ま で に 規 定 す る 開 発 行 為 に 該

当 す る 場 合 又 は 次 条 各 号 の 開 発 事 業 に 該 当 す る 場 合 に あ っ て は

、 宅 地 造 成 及 び 特 定 盛 土 等 に 関 す る 工 事 そ の 他 規 則 で 定 め る 事

項 に つ い て の 構 想 ） を い う 。  

 (11)  土 石 の 堆 積 事 業 の 構 想  土 石 の 堆 積 事 業 、 土 石 の 堆 積 に 関 す
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る 工 事 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 に つ い て の 構 想 を い う 。  

 (12)  開 発 事 業 の 計 画  開 発 事 業 区 域 内 の 土 地 の 利 用 、 予 定 さ れ る

建 築 物 又 は 特 定 工 作 物 、 宅 地 造 成 及 び 特 定 盛 土 等 に 関 す る 工 事

そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 に つ い て の 計 画 （ 開 発 事 業 が 都 市 計 画

法 第 29 条 第 １ 項 第 ４ 号 か ら 第 11 号 ま で に 規 定 す る 開 発 行 為 に 該

当 す る 場 合 又 は 次 条 各 号 の 開 発 事 業 に 該 当 す る 場 合 に あ っ て は

、 宅 地 造 成 及 び 特 定 盛 土 等 に 関 す る 工 事 そ の 他 規 則 で 定 め る 事

項 に つ い て の 計 画 ） を い う 。  

 (13)  土 石 の 堆 積 事 業 の 計 画  土 石 の 堆 積 事 業 、 土 石 の 堆 積 に 関 す

る 工 事 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 に つ い て の 計 画 を い う 。  

 (14)  特 定 大 規 模 開 発 事 業 等  次 の い ず れ か に 該 当 す る 開 発 事 業 等

を い う 。  

  ア  市 街 化 区 域 に お け る 開 発 事 業 等 （ 市 街 化 区 域 と 市 街 化 調 整

区 域 と に わ た る 場 合 を 含 む 。 ） で 、 開 発 事 業 区 域 又 は 土 石 の

堆 積 事 業 区 域 （ 以 下 「 開 発 事 業 等 区 域 」 と い う 。 ） の 面 積 が  

    5,000 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の  

  イ  市 街 化 調 整 区 域 に お け る 開 発 事 業 等 （ 市 街 化 調 整 区 域 と 市

街 化 区 域 と に わ た る 場 合 を 含 む 。 ） で 、 開 発 事 業 等 区 域 の う

ち 市 街 化 調 整 区 域 内 に 存 す る 部 分 の 面 積 が  3,000 平 方 メ ー ト

ル 以 上 の も の  

  ウ  第 ２ 号 ア に 掲 げ る 開 発 事 業 で 大 規 模 な 共 同 住 宅 の 建 築 の 用

に 供 す る 目 的 で 行 う も の  

  エ  第 ２ 号 イ に 掲 げ る 開 発 事 業  

  オ  高 さ ９ メ ー ト ル を 超 え る 盛 土 を す る 開 発 事 業  

  カ  土 石 の 堆 積 を 行 う 土 地 の 面 積 が  2,000 平 方 メ ー ト ル 以 上 の

土 石 の 堆 積 事 業  

  キ  土 石 の 堆 積 の 最 大 堆 積 高 さ が ５ メ ー ト ル を 超 え る 土 石 の 堆

積 事 業  

 (15)  特 定 小 規 模 開 発 事 業 等  次 の い ず れ か に 該 当 す る 開 発 事 業 等  

  （ 特 定 大 規 模 開 発 事 業 等 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ） を い う 。  

  ア  第 ２ 号 エ に 掲 げ る 開 発 事 業 で 開 発 事 業 区 域 の 面 積 が  500 平

方 メ ー ト ル 未 満 の も の  

  イ  第 ２ 号 カ に 掲 げ る 開 発 事 業  

  ウ  土 石 の 堆 積 事 業 区 域 の 面 積 が  500 平 方 メ ー ト ル 未 満 の 土 石

の 堆 積 事 業  

 (16)  周 知 対 象 範 囲  次 に 掲 げ る 開 発 事 業 等 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ

れ 次 に 定 め る 範 囲 （ 第 ２ 号 ア 又 は オ に 掲 げ る 開 発 事 業 で 、 当 該

開 発 事 業 に 付 随 し て 道 路 の 拡 幅 を す る 工 事 が 行 わ れ る も の に あ

っ て は 、 当 該 範 囲 及 び 当 該 工 事 を 行 う 区 域 の 境 界 線 か ら の 水 平

距 離 が 15 メ ー ト ル 以 内 の 範 囲 ） を い う 。  
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  ア  特 定 大 規 模 開 発 事 業 等  開 発 事 業 等 区 域 の 境 界 線 か ら の 水

平 距 離 が 50 メ ー ト ル 以 内 の 範 囲  

  イ  特 定 大 規 模 開 発 事 業 等 及 び 特 定 小 規 模 開 発 事 業 等 の い ず れ

に も 該 当 し な い 開 発 事 業 等  開 発 事 業 等 区 域 の 境 界 線 か ら の

水 平 距 離 が 15 メ ー ト ル 以 内 の 範 囲  

 (17)  地 域 住 民  周 知 対 象 範 囲 に お い て 、 土 地 を 所 有 す る 者 又 は 建

築 物 の 全 部 若 し く は 一 部 を 占 有 し 、 若 し く は 所 有 す る 者 （ 開 発

事 業 者 等 （ 当 該 周 知 対 象 範 囲 に 係 る 開 発 事 業 等 を 行 う も の に 限

る 。 ） 、 都 市 計 画 法 第 ４ 条 第 14 号 に 規 定 す る 公 共 施 設 の 用 に 供

さ れ て い る 土 地 を 所 有 す る 者 及 び 当 該 土 地 に 存 す る 建 築 物 の 全

部 又 は 一 部 を 占 有 し 、 又 は 所 有 す る 者 を 除 く 。 ） を い う 。  

 第 ３ 条 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 開 発 事 業 」 の 次 に 「 （ 開 発 事 業 に

関 す る 工 事 が 宅 地 造 成 等 工 事 規 制 区 域 に お け る 宅 地 造 成 及 び 特 定 盛

土 等 に 関 す る 工 事 （ 盛 土 規 制 法 第 12 条 第 １ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 工

事 を 除 く 。 ） に 該 当 し な い も の に 限 る 。 ） 」 を 加 え る 。  

 第 ４ 条 中 「 形 成 」 の 次 に 「 及 び 宅 地 造 成 、 特 定 盛 土 等 又 は 土 石 の

堆 積 に 伴 う 崖 崩 れ 又 は 土 砂 の 流 出 に よ る 災 害 の 防 止 」 を 加 え 、 「 開

発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め る 。  

 第 ５ 条 の 見 出 し 中 「 開 発 事 業 者 」 を 「 開 発 事 業 者 等 」 に 改 め 、 同

条 第 １ 項 中 「 開 発 事 業 者 」 を 「 開 発 事 業 者 等 」 に 、 「 開 発 事 業 を 」

を 「 開 発 事 業 等 を 」 に 改 め る 。  

 第 ６ 条 中 「 法 第 29 条 第 １ 項 第 ２ 号 」 を 「 都 市 計 画 法 第 29 条 第 １ 項

第 ２ 号 」 に 、 「 が 法 」 を 「 が 同 法 」 に 改 め る 。  

 第 ７ 条 中 「 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め る 。  

 第 ２ 章 の 章 名 中 「 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め る 。  

 第 ２ 章 第 １ 節 の 節 名 中 「 開 発 構 想 」 を 「 開 発 事 業 等 の 構 想 」 に 改

め る 。  

 第 ９ 条 か ら 第 12 条 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。  

 （ 標 識 の 設 置 ）  

第 ９ 条  開 発 事 業 者 等 は 、 開 発 事 業 等 を 行 お う と す る と き は 、 開 発

事 業 の 構 想 又 は 土 石 の 堆 積 事 業 の 構 想 （ 以 下 「 開 発 事 業 等 の 構 想

」 と い う 。 ） の 周 知 を 図 る た め 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 標

識 を 設 置 し 、 開 発 事 業 に あ っ て は 開 発 事 業 に 関 す る 工 事 が 完 了 す

る ま で の 間 （ 第 ２ 条 第 ２ 号 ア 、 オ 又 は カ に 掲 げ る 開 発 事 業 に あ っ

て は 第 24 条 第 ４ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る ま で の 間 ） 、 土 石 の

堆 積 事 業 に あ っ て は 土 石 の 堆 積 事 業 に 関 す る 工 事 （ 堆 積 し た 全 て

の 土 石 を 除 却 す る も の に 限 る 。 ） が 完 了 す る ま で の 間 、 当 該 標 識

を 掲 出 し て お か な け れ ば な ら な い 。  

２  開 発 事 業 者 等 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 標 識 の 設 置 （ 以 下 「 標 識 の

設 置 」 と い う 。 ） を 行 っ た と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、
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速 や か に 、 そ の 旨 を 書 面 に よ り 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

３  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 を 行 っ た 開 発 事 業 者 等 に 対 し 、

こ の 条 例 に 定 め る 手 続 及 び 基 準 を 遵 守 す る よ う 必 要 な 指 導 及 び 助

言 を す る も の と す る 。  

 （ 地 域 住 民 等 へ の 周 知 ）  

第 10 条  開 発 事 業 者 等 は 、 開 発 事 業 等 の 構 想 そ の 他 規 則 で 定 め る 事

項 に つ い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 当 該 開 発 事 業 者 等 が 行 う 開 発 事 業

等 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 方 法 に よ り 地 域 住 民 及 び 地 域

ま ち づ く り 計 画 運 営 団 体 （ 第 ３ 号 に 掲 げ る 開 発 事 業 等 に あ っ て は

、 開 発 事 業 等 区 域 の 周 辺 地 域 の 住 民 。 以 下 「 地 域 住 民 等 」 と い う

。 ） に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 同 号 に 掲 げ

る 開 発 事 業 等 に あ っ て は 、 第 12 条 第 ５ 項 の 縦 覧 の 期 間 満 了 の 日 に

周 知 し た も の す る 。  

 (1)  特 定 大 規 模 開 発 事 業 等  地 域 住 民 等 を 対 象 と し て 規 則 で 定 め

る と こ ろ に よ り 行 う 説 明 会 の 開 催 （ 災 害 の 発 生 等 の 事 由 に よ り

、 説 明 会 を 開 催 す る こ と が 著 し く 困 難 又 は 不 適 当 と 市 長 が 認 め

る 場 合 に あ っ て は 、 市 長 が 認 め る 方 法 ）  

 (2)  特 定 大 規 模 開 発 事 業 等 及 び 特 定 小 規 模 開 発 事 業 等 の い ず れ に

も 該 当 し な い 開 発 事 業 等  地 域 住 民 等 を 対 象 と し て 規 則 で 定 め

る と こ ろ に よ り 行 う 説 明 会 の 開 催 又 は 戸 別 訪 問 そ の 他 市 長 が 認

め る 方 法  

 (3)  特 定 小 規 模 開 発 事 業 等  標 識 の 設 置 及 び 第 12 条 第 ５ 項 の 規 定

に よ り 市 長 が 縦 覧 に 供 す る 同 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 に 規 定 す る 書

面 （ 以 下 「 開 発 事 業 構 想 書 等 」 と い う 。 ） の 提 出  

２  前 項 の 規 定 に よ る 周 知 （ 以 下 「 地 域 住 民 等 へ の 周 知 」 と い う 。

） （ 同 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 開 発 事 業 等 に 係 る も の を 除 く 。 ） は 、 標

識 の 設 置 を 行 っ た 日 （ 第 15 条 第 ２ 項 又 は 第 20 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ

り こ の 条 の 規 定 の 適 用 を 受 け る と き に あ っ て は 、 第 15 条 第 １ 項 又

は 第 20 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 第 12 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 標 識 の 修 正

を 行 っ た 日 ） の 翌 日 以 後 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 （ 意 見 書 の 提 出 ）  

第 11 条  地 域 住 民 等 （ 前 条 第 １ 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 開 発 事 業 等 に 係 る

も の を 除 く 。 ） は 、 地 域 住 民 等 へ の 周 知 が 終 了 し た 日 の 翌 日 か ら

起 算 し て ５ 日 以 内 に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 開 発 事 業 等 の

構 想 に 対 す る 意 見 を 記 載 し た 書 面 （ 当 該 書 面 に 記 載 す べ き 事 項 を

記 録 し た 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に

よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、

電 子 計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。 以 下 同 じ

。 ） を 含 む 。 以 下 「 意 見 書 」 と い う 。 ） を 開 発 事 業 者 等 に 提 出 す

る こ と が で き る 。  
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２  開 発 事 業 者 等 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 意 見 書 の 提 出 が あ っ た と き

は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 次 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に

よ り 書 面 の 提 出 を 行 う ま で に 、 当 該 意 見 書 に 対 す る 見 解 を 記 載 し

た 書 面 （ 当 該 書 面 に 記 載 す べ き 事 項 を 記 録 し た 電 磁 的 記 録 を 含 む

。 以 下 「 見 解 書 」 と い う 。 ） を 当 該 意 見 書 を 提 出 し た 地 域 住 民 等

に 交 付 し 、 又 は 送 付 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 開 発 事 業 構 想 書 等 の 提 出 等 ）  

第 12 条  開 発 事 業 者 は 、 地 域 住 民 等 へ の 周 知 が 終 了 し た 日 の 翌 日 か

ら 起 算 し て ５ 日 を 経 過 し た 日 （ 前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 意 見 書 が

提 出 さ れ た 場 合 に あ っ て は 全 て の 意 見 書 に つ い て 同 条 第 ２ 項 の 規

定 に よ り 見 解 書 を 交 付 し 、 又 は 送 付 し た 日 、 第 10 条 第 １ 項 第 ３ 号

に 掲 げ る 開 発 事 業 等 に あ っ て は 標 識 の 設 置 を 行 っ た 日 ） 以 後 に 、

規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 次 に 掲 げ る 事 項 （ 同 号 に 掲 げ る 開 発

事 業 等 に あ っ て は 、 第 １ 号 及 び 第 ５ 号 に 掲 げ る 事 項 に 限 る 。 ） を

記 載 し た 書 面 を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  地 域 住 民 等 へ の 周 知 を 行 っ た 開 発 事 業 の 構 想 （ 第 10 条 第 1 項

第 ３ 号 に 掲 げ る 開 発 事 業 等 に あ っ て は 、 標 識 の 設 置 を 行 っ た と

き （ 第 ３ 項 に 規 定 す る 標 識 の 修 正 を 行 っ た 場 合 に あ っ て は 、 当

該 標 識 の 修 正 を 行 っ た と き ） の 開 発 事 業 の 構 想 ）  

 (2)  開 発 事 業 の 地 域 住 民 等 へ の 周 知 の 状 況  

 (3)  開 発 事 業 の 構 想 に 対 す る 地 域 住 民 等 の 意 見  

 (4)  前 号 の 意 見 に 対 す る 開 発 事 業 者 の 見 解  

 (5)  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

２  土 石 の 堆 積 事 業 者 は 、 地 域 住 民 等 へ の 周 知 が 終 了 し た 日 の 翌 日

か ら 起 算 し て ５ 日 を 経 過 し た 日 （ 第 10 条 第 1 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 開

発 事 業 等 に あ っ て は 、 標 識 の 設 置 を 行 っ た 日 ） 以 後 に 、 規 則 で 定

め る と こ ろ に よ り 、 次 に 掲 げ る 事 項 （ 同 号 に 掲 げ る 開 発 事 業 等 に

あ っ て は 、 第 １ 号 及 び 第 ５ 号 に 掲 げ る 事 項 に 限 る 。 ） を 記 載 し た

書 面 を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  地 域 住 民 等 へ の 周 知 を 行 っ た 土 石 の 堆 積 事 業 の 構 想 （ 第 10 条

第 1 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 開 発 事 業 等 に あ っ て は 、 標 識 の 設 置 を 行

っ た と き （ 次 項 に 規 定 す る 標 識 の 修 正 を 行 っ た 場 合 に あ っ て は

、 当 該 標 識 の 修 正 を 行 っ た と き ） の 土 石 の 堆 積 事 業 の 構 想 ）  

 (2)  土 石 の 堆 積 事 業 の 地 域 住 民 等 へ の 周 知 の 状 況  

 (3)  土 石 の 堆 積 事 業 の 構 想 に 対 す る 地 域 住 民 等 の 意 見  

 (4)  前 号 の 意 見 に 対 す る 土 石 の 堆 積 事 業 者 の 見 解  

 (5)  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

３  開 発 事 業 者 等 は 、 開 発 事 業 構 想 書 等 に 記 載 す る 開 発 事 業 等 の 構

想 が 、 標 識 の 設 置 を 行 っ た と き （ 第 15 条 第 ２ 項 又 は 第 20 条 第 ３ 項

の 規 定 に よ り こ の 条 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 場 合 に あ っ て は 、 第 15
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条 第 １ 項 又 は 第 20 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る こ の 項 に 規 定 す る 標 識 の

修 正 を 行 っ た と き ） の 開 発 事 業 等 の 構 想 と 異 な る こ と と な っ た 場

合 は 、 開 発 事 業 構 想 書 等 を 提 出 す る 前 に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に

よ り 、 当 該 標 識 に 係 る 必 要 な 修 正 （ 以 下 「 標 識 の 修 正 」 と い う 。

） を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

４  開 発 事 業 者 等 は 、 開 発 事 業 構 想 書 等 を 市 長 に 提 出 し た と き は 、

速 や か に 、 そ の 提 出 年 月 日 を 第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 設 置 し た

標 識 に 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  

５  市 長 は 、 開 発 事 業 構 想 書 等 の 提 出 が あ っ た と き は 、 規 則 で 定 め

る と こ ろ に よ り 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 14 日 間 一 般 の 縦 覧 に 供 す る も

の と す る 。  

６  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 開 発 事 業 構 想 書 等 を 縦 覧 に 供 す る こ

と を 開 始 す る と き は 、 速 や か に 、 開 発 事 業 者 等 に 当 該 縦 覧 に 供 す

る 期 間 を 通 知 す る も の と す る 。  

７  前 項 の 規 定 に よ る 通 知 を 受 け た 開 発 事 業 者 等 は 、 速 や か に 、 第

９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 設 置 し た 標 識 に 開 発 事 業 構 想 書 等 の 縦 覧

に 供 す る 期 間 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  

 第 13 条 を 削 る 。  

 第 14 条 の 見 出 し 中 「 開 発 事 業 者 」 を 「 開 発 事 業 者 等 」 に 改 め 、 同

条 第 １ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  開 発 事 業 等 に 係 る 地 域 住 民 等 （ 第 10 条 第 1 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 開

発 事 業 等 に 係 る も の を 除 く 。 ） は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、

前 条 第 ５ 項 の 縦 覧 の 期 間 満 了 の 日 ま で に 、 開 発 事 業 構 想 書 等 の 内

容 に 対 す る 意 見 を 記 載 し た 書 面 （ 当 該 書 面 に 記 載 す べ き 事 項 を 記

録 し た 電 磁 的 記 録 を 含 む 。 以 下 「 再 意 見 書 」 と い う 。 ） を 市 長 を

経 由 し て 、 開 発 事 業 者 等 に 提 出 す る こ と が で き る 。  

 第 14 条 第 ２ 項 中 「 再 意 見 書 の 」 を 「 前 項 の 規 定 に よ る 再 意 見 書 の

」 に 、 「 開 発 事 業 者 」 を 「 開 発 事 業 者 等 」 に 改 め 、 「 再 意 見 書 を 」

の 次 に 「 交 付 し 、 又 は 」 を 加 え 、 同 条 第 ３ 項 中 「 開 発 事 業 者 」 を 「

開 発 事 業 者 等 」 に 、 「 に よ り 再 意 見 書 の 」 を 「 に よ る 再 意 見 書 の 交

付 又 は 」 に 改 め 、 「 と き は 」 の 次 に 「 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り

」 を 、 「 書 面 （ 」 の 次 に 「 当 該 書 面 に 記 載 す べ き 事 項 を 記 録 し た 電

磁 的 記 録 を 含 む 。 」 を 、 「 者 に 」 の 次 に 「 交 付 し 、 又 は 」 を 、 「 写

し 」 の 次 に 「 （ 当 該 再 見 解 書 が 電 磁 的 記 録 を も っ て 作 成 さ れ て い る

場 合 に あ っ て は 、 当 該 電 磁 的 記 録 を 出 力 し た 書 面 。 第 16 条 第 ４ 項 に

お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 を 第 13 条 と す る 。  

 第 14 条 の ２ 中 「 つ い て 法 」 を 「 つ い て 都 市 計 画 法 」 に 、 「 第 ９ 条

第 １ 項 の 規 定 に よ り 標 識 を 設 置 し た 」 を 「 標 識 の 設 置 を 行 っ た 」 に

、 「 、 法 第 32 条 第 １ 項 」 を 「 、 同 条 第 １ 項 」 に 改 め 、 同 条 を 第 14 条

と す る 。  
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 第 15 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 （ 開 発 事 業 等 の 構 想 を 変 更 す る 場 合 の 再 手 続 ）  

第 15 条  開 発 事 業 者 等 は 、 開 発 事 業 構 想 書 等 を 提 出 し た 日 か ら 第 17

条 第 １ 項 に 規 定 す る 開 発 事 業 等 の 計 画 の 同 意 （ 第 20 条 第 ３ 項 の 規

定 に よ り こ の 条 の 規 定 の 適 用 を 受 け る と き に あ っ て は 、 第 20 条 第

１ 項 の 規 定 に よ る 開 発 事 業 等 の 計 画 変 更 の 同 意 ） を 得 る ま で の 間

に お い て 第 12 条 第 １ 項 第 １ 号 又 は 第 ２ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 事 項 を 変

更 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 標 識 の 修 正 を 行 う と と も に

、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 書 面 に よ り 市 長 に 届 け 出

な け れ ば な ら な い 。  

２  開 発 事 業 者 等 は 、 第 12 条 第 １ 項 第 １ 号 又 は 第 ２ 項 第 １ 号 に 掲 げ

る 事 項 を 変 更 し た と き は 、 第 10 条 か ら 前 条 ま で に 定 め る 手 続 を 行

わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 規 則 で 定 め る 軽 微 な 変 更 に つ い て

は 、 こ の 限 り で な い 。  

３  市 長 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 を 行 っ た 開 発 事 業 者 等 に 対 し

、 こ の 条 例 に 定 め る 手 続 及 び 基 準 を 遵 守 す る よ う 必 要 な 指 導 及 び

助 言 を す る こ と が で き る 。  

 第 ２ 章 第 ２ 節 の 節 名 中 「 開 発 事 業 の 計 画 」 を 「 開 発 事 業 等 の 構 想

」 に 改 め る 。  

 第 16 条 第 １ 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  特 定 大 規 模 開 発 事 業 等 を 行 お う と す る 開 発 事 業 者 等 は 、 次 に 掲

げ る 事 項 （ 土 石 の 堆 積 事 業 に あ っ て は 、 第 １ 号 、 第 ４ 号 及 び 第 ７

号 に 掲 げ る 事 項 を 除 く 。 ） の う ち 第 ５ 項 の 規 定 に よ り 市 長 が 通 知

す る も の に つ い て 、 市 長 と 協 議 し な け れ ば な ら な い 。  

 第 16 条 第 １ 項 第 １ 号 中 「 特 定 大 規 模 開 発 事 業 」 を 「 特 定 大 規 模 開

発 事 業 等 （ 土 石 の 堆 積 事 業 を 除 く 。 第 ７ 号 に お い て 同 じ 。 ） 」 に 改

め 、 同 項 第 ５ 号 及 び 第 ６ 号 中 「 開 発 事 業 区 域 」 を 「 開 発 事 業 等 区 域

」 に 改 め 、 同 項 第 ７ 号 中 「 特 定 大 規 模 開 発 事 業 」 を 「 特 定 大 規 模 開

発 事 業 等 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 か ら 第 ５ 項 ま で を 次 の よ う に 改 め る

。  

２  前 項 の 規 定 は 、 特 定 大 規 模 開 発 事 業 等 が 次 に 掲 げ る 場 合 に 該 当

す る と き は 、 適 用 し な い 。  

 (1)  都 市 計 画 法 第 29 条 第 １ 項 第 ４ 号 か ら 第 11 号 ま で に 規 定 す る 開

発 行 為 に 該 当 す る 場 合  

 (2)  第 ３ 条 第 １ 号 又 は 第 ２ 号 の 開 発 事 業 に 該 当 す る 場 合  

 (3)  開 発 事 業 の 構 想 に 掲 げ る 開 発 事 業 区 域 内 の 土 地 の 利 用 に 宅 地

（ 盛 土 規 制 法 第 ２ 条 第 １ 号 に 規 定 す る 宅 地 を い う 。 第 18 条 第 １

項 に お い て 同 じ 。 ） が 含 ま れ な い 場 合  

３  開 発 事 業 者 等 （ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 協 議 を 行 う 開 発 事 業 者 等 を

除 く 。 ） は 、 再 意 見 書 が 提 出 さ れ た 場 合 に お い て は 、 開 発 事 業 構
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想 書 等 の 内 容 の う ち 第 ５ 項 の 規 定 に よ り 市 長 が 通 知 す る 事 項 に つ

い て 、 市 長 と 協 議 し な け れ ば な ら な い 。  

４  第 １ 項 又 は 前 項 の 規 定 に よ る 協 議 （ 以 下 「 開 発 等 協 議 」 と い う

。 ） を 行 お う と す る 開 発 事 業 者 等 は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 協 議 に

あ っ て は 第 12 条 第 ５ 項 の 縦 覧 に 供 す る 期 間 満 了 の 日 の 翌 日 以 後 、

前 項 の 規 定 に よ る 協 議 に あ っ て は 再 見 解 書 の 写 し を 市 長 に 提 出 し

た 日 以 後 に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 開 発 等 協 議 の 申 出 を し

な け れ ば な ら な い 。  

５  市 長 は 、 前 項 の 申 出 を 受 け た と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ

り 、 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 の う ち 協 議 を 必 要 と 認 め る 事 項 を 書

面 に よ り 開 発 事 業 者 等 に 通 知 す る も の と す る 。  

 第 16 条 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

６  開 発 事 業 者 等 は 、 開 発 等 協 議 が 終 了 し た と き は 、 規 則 で 定 め る

と こ ろ に よ り 、 前 項 の 規 定 に よ り 市 長 が 通 知 し た 事 項 に つ い て の

開 発 事 業 者 等 の 見 解 を 記 載 し た 書 面 （ 次 項 に お い て 「 開 発 等 協 議

事 項 に 係 る 見 解 書 」 と い う 。 ） を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い

。  

７  市 長 は 、 開 発 等 協 議 事 項 に 係 る 見 解 書 が 提 出 さ れ た と き は 、 規

則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 開 発 等 協 議 の 結 果 を 記 載 し た 書 面 （ 以

下 「 開 発 等 協 議 結 果 通 知 書 」 と い う 。 ） を 当 該 開 発 事 業 者 等 に 交

付 す る も の と す る 。  

 第 ２ 章 第 ３ 節 の 節 名 中 「 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め る 。  

 第 17 条 の 見 出 し 中 「 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め 、 同 条 第

１ 項 及 び 第 ２ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  開 発 事 業 者 等 は 、 実 施 し よ う と す る 開 発 事 業 等 に つ い て 開 発 事

業 の 計 画 又 は 土 石 の 堆 積 事 業 の 計 画 （ 以 下 「 開 発 事 業 等 の 計 画 」

と い う 。 ） を 策 定 し 、 当 該 開 発 事 業 等 の 計 画 に つ い て 市 長 の 同 意

を 得 な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 同 意 を 得 よ う と す る 開 発 事 業 者 等 は 、 開 発 等 協 議 が 必 要

と な る 開 発 事 業 等 に あ っ て は 開 発 等 協 議 結 果 通 知 書 の 交 付 を 受 け

た 日 の 翌 日 以 後 に 、 そ れ 以 外 の 開 発 事 業 等 に あ っ て は 第 12 条 第 ５

項 の 縦 覧 に 供 す る 期 間 満 了 の 日 の 翌 日 以 後 に 、 規 則 で 定 め る と こ

ろ に よ り 、 市 長 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。  

 第 17 条 第 ３ 項 中 「 開 発 事 業 者 は 、 当 該 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 者

等 は 、 当 該 開 発 事 業 等 」 に 、 「 法 第 29 条 第 １ 項 」 を 「 都 市 計 画 法 第

29 条 第 １ 項 」 に 、 「 法 第 34 条 の ２ 第 １ 項 」 を 「 同 法 第 34 条 の ２ 第 １

項 」 に 改 め 、 「 第 18 条 第 ２ 項 」 の 次 に 「 若 し く は 第 ４ 項 」 を 加 え 、

「 宅 地 造 成 等 規 制 法 一 部 改 正 法 附 則 第 ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り な お

従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ る 旧 宅 地 造 成 等 規 制 法 第 ８ 条 第 １ 項 の 許

可 の 申 請 」 を 「 盛 土 規 制 法 第 12 条 第 １ 項 の 許 可 の 申 請 又 は 盛 土 規 制
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法 第 15 条 第 １ 項 の 協 議 の 申 出 」 に 改 め る 。  

 第 18 条 第 １ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

  市 長 は 、 前 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 申 請 が あ っ た 場 合 に お い て 、

当 該 申 請 に 係 る 開 発 事 業 等 が 、 次 の 各 号 （ 当 該 申 請 に 係 る 開 発 事

業 等 が 土 石 の 堆 積 事 業 に 該 当 す る 場 合 、 当 該 申 請 に 係 る 開 発 事 業

が 第 ３ 条 第 １ 号 若 し く は 第 ２ 号 の 開 発 事 業 に 該 当 し 、 か つ 、 当 該

開 発 事 業 の 実 施 に 当 た り 都 市 計 画 法 第 29 条 第 １ 項 の 許 可 を 要 す る

も の に 該 当 す る 場 合 又 は 当 該 申 請 に 係 る 開 発 事 業 の 構 想 に 掲 げ る

開 発 事 業 区 域 内 の 土 地 の 利 用 に 宅 地 が 含 ま れ な い 場 合 に あ っ て は

、 第 １ 号 ） に 掲 げ る 同 意 の 基 準 を 満 た し て い る と 認 め る と き は 、

前 条 第 １ 項 の 同 意 を し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  地 域 住 民 等 へ の 周 知 が 第 10 条 の 規 定 に 従 っ て 行 わ れ て い る こ  

  と 。  

 (2)  開 発 事 業 の 計 画 が 、 次 に 掲 げ る 開 発 事 業 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ

ぞ れ に 定 め る 整 備 基 準 に 適 合 し て い る こ と 。  

  ア  第 ２ 条 第 ２ 号 ア に 掲 げ る 開 発 事 業  次 項 第 １ 号 、 第 ４ 号 、

第 ５ 号 及 び 第 ８ 号 の 整 備 基 準  

  イ  第 ２ 条 第 ２ 号 イ に 掲 げ る 開 発 事 業  次 項 第 ２ 号 か ら 第 ８ 号

ま で 及 び 第 11 号 の 整 備 基 準  

  ウ  第 ２ 条 第 ２ 号 ウ に 掲 げ る 開 発 事 業  次 項 第 ２ 号 か ら 第 ５ 号

ま で 、 第 ７ 号 、 第 ８ 号 及 び 第 11 号 の 整 備 基 準  

  エ  第 ２ 条 第 ２ 号 エ に 掲 げ る 開 発 事 業  次 項 第 １ 号 、 第 ４ 号 か

ら 第 ６ 号 ま で 及 び 第 11 号 の 整 備 基 準  

  オ  第 ２ 条 第 ２ 号 オ に 掲 げ る 開 発 事 業  次 項 第 １ 号 、 第 ５ 号 、

第 ８ 号 及 び 第 ９ 号 の 整 備 基 準  

  カ  第 ２ 条 第 ２ 号 カ に 掲 げ る 開 発 事 業  次 項 第 10 号 及 び 第 11 号

の 整 備 基 準  

 第 18 条 第 ２ 項 中 「 同 意 の 基 準 」 を 「 整 備 基 準 」 に 改 め 、 同 項 第 １

号 た だ し 書 中 「 た だ し 、 」 の 次 に 「 開 発 事 業 区 域 の 面 積 が  500 平 方

メ ー ト ル 未 満 の 場 合 又 は 」 を 加 え 、 同 項 第 ４ 号 た だ し 書 中 「 す べ て

」 を 「 全 て 」 に 、 「 又 は 開 発 事 業 区 域 」 を 「 、 開 発 事 業 区 域 」 に 、

「 に つ い て 」 を 「 又 は 同 号 エ に 掲 げ る 開 発 事 業 の う ち 開 発 事 業 区 域

の 面 積 が  500 平 方 メ ー ト ル 未 満 の 開 発 事 業 に あ っ て 」 に 改 め 、 同 項

第 ５ 号 た だ し 書 中 「 た だ し 、 」 の 次 に 「 第 ２ 条 第 ２ 号 エ に 掲 げ る 開

発 事 業 の う ち 開 発 事 業 区 域 の 面 積 が  500 平 方 メ ー ト ル 未 満 の 開 発 事

業 又 は 」 を 加 え 、 同 項 第 ６ 号 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。  

  た だ し 、 第 ２ 条 第 ２ 号 エ に 掲 げ る 開 発 事 業 の う ち 開 発 事 業 区 域

の 面 積 が  500 平 方 メ ー ト ル 未 満 の 開 発 事 業 に あ っ て は 、 こ の 限 り

で な い 。  

 第 18 条 第 ２ 項 第 10 号 た だ し 書 中 「 を 拡 幅 す る 」 を 「 の 拡 幅 （ 建 築
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基 準 法 施 行 令 （ 昭 和 25 年 政 令 第  338 号 ） 第  144 条 の ４ 第 １ 項 第 １ 号

ホ 及 び 横 浜 市 建 築 基 準 条 例 （ 昭 和 35 年 10 月 横 浜 市 条 例 第 20 号 ） 第 56

条 の ４ 第 ２ 項 第 ５ 号 の 基 準 に 適 合 す る た め に 行 わ れ る も の を 除 く 。

） を す る 」 に 、 「 法 第 12 条 の ５ 第 ２ 項 」 を 「 都 市 計 画 法 第 12 条 の ５

第 ２ 項 」 に 改 め 、 同 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

 (11)  開 発 事 業 区 域 が 道 路 法 に よ る 道 路 の う ち 横 浜 市 が 管 理 す る 道

路 に 接 す る 場 合 に お い て 、 当 該 道 路 が 車 両 及 び 歩 行 者 の 通 行 上

支 障 が な い 構 造 並 び に 道 路 管 理 上 支 障 が な い 構 造 と な る よ う 、

整 備 を 行 う こ と 。 た だ し 、 開 発 事 業 の 実 施 に 当 た り 盛 土 規 制 法

第 12 条 第 １ 項 の 許 可 を 要 し な い 場 合 若 し く は 都 市 計 画 法 第 29 条

第 １ 項 の 許 可 を 要 す る 場 合 又 は 市 長 が 道 路 管 理 上 整 備 す る 必 要

が な い と 認 め た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

 第 18 条 第 ４ 項 中 「 開 発 協 議 」 を 「 開 発 等 協 議 」 に 、 「 開 発 事 業 」

を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ５ 項 と し 、 同 条 第 ３ 項 中 「

前 項 第 10 号 」 を 「 第 ２ 項 第 10 号 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ４ 項 と し 、

同 条 第 ２ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

３  第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 市 長 は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る

開 発 事 業 に つ い て 前 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 申 請 が あ っ た 場 合 に お

い て 、 当 該 開 発 事 業 が 第 １ 項 第 １ 号 の 同 意 の 基 準 を 満 た し て お り

、 か つ 、 当 該 開 発 事 業 の 計 画 が 前 項 第 11 号 の 整 備 基 準 に 適 合 し て

い る と 認 め る と き は 、 前 条 第 １ 項 の 同 意 を し な け れ ば な ら な い 。  

 (1)  都 市 計 画 法 第 29 条 第 １ 項 第 ４ 号 か ら 第 11 号 ま で に 規 定 す る 開

発 行 為 に 該 当 す る 開 発 事 業 で あ っ て 、 当 該 開 発 事 業 の 実 施 に 当

た り 盛 土 規 制 法 第 12 条 第 １ 項 の 許 可 を 要 す る も の   

 (2)  第 ３ 条 第 １ 号 又 は 第 ２ 号 の 開 発 事 業 で あ っ て 、 当 該 開 発 事 業

の 実 施 に 当 た り 盛 土 規 制 法 第 12 条 第 １ 項 の 許 可 を 要 す る も の （

都 市 計 画 法 第 29 条 第 １ 項 の 許 可 を 要 す る も の を 除 く 。 ）  

 第 19 条 の 見 出 し 中 「 不 同 意 の 」 の 次 に 「 処 分 及 び 」 を 加 え 、 同 条

第 １ 項 中 「 決 定 を し 」 を 「 処 分 を し 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 」

に 、 「 通 知 す る も の と す る 」 を 「 通 知 し な け れ ば な ら な い 」 に 改 め

、 同 条 第 ２ 項 中 「 開 発 事 業 者 」 を 「 開 発 事 業 者 等 」 に 、 「 前 項 」 を

「 第 １ 項 」 に 、 「 そ の 旨 及 び 通 知 年 月 日 」 を 「 当 該 通 知 の 年 月 日 」

に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項 と し 、 同 条 第 １ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え

る 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 同 意 の 処 分 を す る に 当 た り 、 開 発 事 業 が 前 条 第

２ 項 各 号 に 規 定 す る 整 備 基 準 に 適 合 す る よ う に 行 わ れ る こ と を 確

認 す る た め に 必 要 な 限 度 に お い て 、 当 該 同 意 の 処 分 に 条 件 を 付 す

る こ と が で き る 。  

 第 20 条 第 １ 項 中 「 第 17 条 第 １ 項 の 同 意 を 得 た 開 発 事 業 者 は 、 開 発

事 業 」 を 「 開 発 事 業 者 等 は 、 第 17 条 第 １ 項 の 同 意 を 得 た 開 発 事 業 等
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」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

２  前 項 の 同 意 を 得 よ う と す る 開 発 事 業 者 等 は 、 開 発 事 業 等 の 計 画

の 変 更 に 向 け た 開 発 事 業 等 の 構 想 を 改 め て 策 定 し 、 あ ら か じ め 、

標 識 の 修 正 を 行 う と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 開 発 事

業 等 の 構 想 を 変 更 す る 旨 を 書 面 に よ り 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら

な い 。  

３  第 １ 項 の 同 意 を 得 よ う と す る 開 発 事 業 者 等 は 、 あ ら か じ め 、 第

10 条 か ら 第 15 条 ま で に 定 め る 手 続 （ 第 10 条 第 １ 項 第 ３ 号 に 掲 げ る

開 発 事 業 等 に あ っ て は 、 同 号 、 第 12 条 、 第 14 条 及 び 第 15 条 に 定 め

る 手 続 ） 及 び 開 発 等 協 議 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 第 20 条 中 第 ５ 項 を 削 り 、 第 ４ 項 を 第 ８ 項 と し 、 第 ３ 項 の 次 に 次 の

４ 項 を 加 え る 。  

４  第 １ 項 の 同 意 を 得 よ う と す る 開 発 事 業 者 等 は 、 前 項 の 規 定 に よ

り 開 発 等 協 議 を 行 う 開 発 事 業 等 に あ っ て は 当 該 開 発 等 協 議 に 係 る

開 発 等 協 議 結 果 通 知 書 の 交 付 を 受 け た 日 の 翌 日 以 後 に 、 そ れ 以 外

の 開 発 事 業 等 に あ っ て は 第 12 条 第 ５ 項 の 縦 覧 に 供 す る 期 間 満 了 の

日 の 翌 日 以 後 に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 市 長 に 申 請 し な け

れ ば な ら な い 。  

５  開 発 事 業 者 等 は 、 第 17 条 第 １ 項 の 同 意 を 得 た 開 発 事 業 等 の 計 画

に つ い て 第 １ 項 た だ し 書 の 規 則 で 定 め る 軽 微 な 変 更 を し た と き は

、 遅 滞 な く 、 標 識 の 修 正 を 行 う と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に

よ り 、 そ の 旨 を 書 面 に よ り 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

６  第 １ 項 及 び 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 第 ２ 条 第 ２ 号 ア 、 オ 又 は

カ に 掲 げ る 開 発 事 業 の 計 画 に つ い て 、 第 24 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り

同 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 が 適 用 さ れ る 場 合 （ 同 条 第 ４ 項 の 規

定 に よ り 同 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 が 適 用 さ れ な い 場 合 を 除 く

。 ） に あ っ て は 、 規 則 で 定 め る 変 更 を 行 う こ と が で き な い 。  

７  市 長 は 、 第 ２ 項 又 は 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 届 出 を 行 っ た 開 発 事 業

者 等 に 対 し 、 こ の 条 例 に 定 め る 手 続 及 び 基 準 を 遵 守 す る よ う 必 要

な 指 導 及 び 助 言 を す る こ と が で き る 。  

 第 20 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

９  第 １ 項 又 は 第 ５ 項 の 規 定 に よ り 、 開 発 事 業 等 の 計 画 を 変 更 し た

場 合 に お け る 第 ６ 項 、 第 22 条 及 び 第 24 条 の 規 定 （ 土 石 の 堆 積 事 業

に あ っ て は 、 第 22 条 及 び 第 24 条 第 １ 項 の 規 定 に 限 る 。 ） の 適 用 に

つ い て は 、 第 １ 項 の 同 意 又 は 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 変 更

後 の 開 発 事 業 等 の 計 画 を 第 17 条 第 １ 項 の 同 意 を 得 た 開 発 事 業 等 の

計 画 と み な す 。  

 第 21 条 の 見 出 し 中 「 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め 、 同 条 中

「 開 発 事 業 者 」 を 「 開 発 事 業 者 等 」 に 、 「 第 ９ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ

り 標 識 を 設 置 し た 」 を 「 標 識 の 設 置 を 行 っ た 」 に 、 「 開 発 事 業 を 」
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を 「 開 発 事 業 等 を 」 に 改 め 、 「 と き は 」 の 次 に 「 、 規 則 で 定 め る と

こ ろ に よ り 」 を 加 え る 。  

 第 22 条 第 １ 項 中 「 遅 滞 な く 」 の 次 に 「 、 標 識 の 修 正 を 行 う と と も

に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 」 を 加 え 、 同 条 第 ２ 項 中 「 当 該 開 発

事 業 区 域 」 を 「 当 該 開 発 事 業 等 に 係 る 開 発 事 業 等 区 域 」 に 改 め 、 「

工 事 」 の 次 に 「 又 は 土 石 の 堆 積 事 業 に 関 す る 工 事 （ 以 下 「 開 発 事 業

等 に 関 す る 工 事 」 と い う 。 ） 」 を 、 「 者 は 」 の 次 に 「 、 規 則 で 定 め

る と こ ろ に よ り 」 を 加 え 、 「 当 該 開 発 事 業 の 」 を 「 当 該 開 発 事 業 等

の 計 画 の 」 に 改 め 、 同 項 に 後 段 と し て 次 の よ う に 加 え る 。  

  こ の 場 合 に お い て 、 当 該 地 位 を 承 継 し た 者 は 、 速 や か に 、 標 識

の 修 正 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 第 23 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 （ 同 意 の 取 消 し ）  

第 23 条  市 長 は 、 開 発 事 業 者 等 が 第 17 条 第 １ 項 の 同 意 又 は 第 20 条 第

１ 項 の 同 意 を 虚 偽 の 申 請 そ の 他 の 不 正 な 手 段 に よ り 得 た と 認 め ら

れ る 場 合 又 は そ れ ら の 同 意 に 付 し た 条 件 に 違 反 し た と 認 め ら れ る

場 合 は 、 当 該 同 意 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

 第 ２ 章 第 ４ 節 の 節 名 中 「 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め る 。  

 第 24 条 の 見 出 し 中 「 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め 、 同 条 第

１ 項 中 「 開 発 事 業 者 」 を 「 開 発 事 業 者 等 」 に 、 「 開 発 事 業 に 」 を 「

開 発 事 業 等 に 」 に 、 「 開 発 事 業 の 」 を 「 開 発 事 業 等 の 」 に 改 め 、 同

条 第 ３ 項 中 「 法 第 36 条 第 ３ 項 」 を 「 都 市 計 画 法 第 36 条 第 ３ 項 」 に 改

め 、 同 条 第 ４ 項 第 １ 号 中 「 法 」 を 「 都 市 計 画 法 」 に 改 め 、 同 項 第 ３

号 中 「 又 は 同 法 第 ７ 条 の ２ 第 ５ 項 」 を 「 、 第 ７ 条 の ２ 第 ５ 項 又 は 第

18 条 第 22 項 若 し く は 第 26 項 」 に 改 め る 。  

 第 25 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 （ 開 発 事 業 等 に 関 す る 工 事 の 着 手 制 限 ）  

第 25 条  開 発 事 業 者 等 及 び 開 発 事 業 等 に 関 す る 工 事 の 請 負 人 は 、 開

発 事 業 者 等 が 第 17 条 第 １ 項 の 同 意 を 得 た 後 で な け れ ば 、 当 該 開 発

事 業 等 に 関 す る 工 事 に 着 手 し て は な ら な い 。  

２  開 発 事 業 者 等 及 び 開 発 事 業 等 に 関 す る 工 事 の 請 負 人 は 、 開 発 事

業 者 等 が 開 発 事 業 等 の 計 画 の 変 更 （ 第 20 条 第 １ 項 た だ し 書 の 規 則

で 定 め る 軽 微 な 変 更 を 除 く 。 ） に つ い て 同 項 の 同 意 を 得 た 後 で な

け れ ば 、 当 該 変 更 に 係 る 開 発 事 業 等 に 関 す る 工 事 に 着 手 し て は な

ら な い 。  

 第 34 条 第 １ 項 本 文 中 「 法 」 を 「 都 市 計 画 法 」 に 改 め 、 同 項 た だ し

書 中 「 を 拡 幅 す る 」 を 「 の 拡 幅 （ 同 条 第 １ 項 第 ２ 号 の 基 準 に 適 合 す

る た め に 行 わ れ る も の を 除 く 。 ） を す る 」 に 、 「 法 第 12 条 の ５ 第 ２

項 」 を 「 同 法 第 12 条 の ５ 第 ２ 項 」 に 改 め る 。  

 第 35 条 第 １ 項 中 「 法 第 33 条 第 ５ 項 （ 法 」 を 「 都 市 計 画 法 第 33 条 第
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５ 項 （ 同 法 」 に 改 め る 。  

 第 36 条 中 「 開 発 事 業 者 又 は 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 者 等 又 は 開 発

事 業 等 」 に 改 め る 。  

 第 37 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

 （ 開 発 事 業 等 の 台 帳 等 の 閲 覧 ）  

第 37 条  市 長 は 、 第 ２ 章 の 規 定 が 適 用 さ れ る 開 発 事 業 等 に つ い て 、

規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 開 発 事 業 等 の 構 想 及 び 開 発 事 業 等 の

計 画 の 概 要 並 び に 同 章 に 定 め る 手 続 の 状 況 を 記 載 し た 台 帳 を 作 成

し 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 台 帳 を 一 般 の 閲 覧 に 供 す る

も の と す る 。  

２  市 長 は 、 開 発 事 業 者 等 か ら 市 長 に 提 出 さ れ た 第 ９ 条 第 ２ 項 、 第

15 条 第 １ 項 並 び に 第 20 条 第 ２ 項 及 び 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係

る 書 面 並 び に 開 発 事 業 構 想 書 等 に つ い て 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に

よ り 、 一 般 の 閲 覧 に 供 す る も の と す る 。  

 第 38 条 第 １ 項 中 「 者 」 を 「 開 発 事 業 者 等 又 は 開 発 事 業 等 に 関 す る

工 事 の 請 負 人 （ 予 定 建 築 物 の 建 築 主 等 を 含 む 。 ） 」 に 、 「 開 発 事 業

」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 中 「 開 発 事 業 者

」 を 「 開 発 事 業 者 等 」 に 、 「 開 発 事 業 に 」 を 「 開 発 事 業 等 に 」 に 改

め る 。  

 第 39 条 第 １ 項 中 「 開 発 事 業 」 を 「 開 発 事 業 等 」 に 改 め 、 同 条 第 ３

項 中 「 開 発 事 業 区 域 」 を 「 開 発 事 業 等 区 域 」 に 改 め る 。  

 第 40 条 第 １ 項 中 「 開 発 事 業 者 」 を 「 開 発 事 業 者 等 」 に 、 「 開 発 事

業 に 」 を 「 開 発 事 業 等 に 」 に 、 「 開 発 事 業 区 域 」 を 「 開 発 事 業 等 区

域 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に こ の 条 例

に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 旧

条 例 」 と い う 。 ） 第 ９ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 届 出 を 行 っ た 開 発 事

業 （ 旧 条 例 第 ２ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 開 発 事 業 を い う 。 次 項 に お い

て 同 じ 。 ） に つ い て は 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 開 発 事 業

等 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 は 適

用 せ ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

３  施 行 日 前 に お い て 宅 地 造 成 等 規 制 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令

和 ４ 年 法 律 第 55 号 ） に よ る 改 正 前 の 宅 地 造 成 等 規 制 法 （ 昭 和 36 年

法 律 第  191 号 ） 第 ８ 条 第 １ 項 本 文 の 許 可 を 受 け 、 又 は 同 法 第 11 条

の 協 議 が 成 立 し た 開 発 事 業 に つ い て は 、 新 条 例 の 規 定 は 適 用 せ ず

、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  
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 （ 横 浜 み ど り 税 条 例 の 一 部 改 正 ）  

４  横 浜 み ど り 税 条 例 （ 平 成 20 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 51 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ５ 条 第 ３ 号 中 「 横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 」 を 「

横 浜 市 開 発 事 業 等 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 」 に 改 め る 。  

 （ 緑 の 環 境 を つ く り 育 て る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

５  緑 の 環 境 を つ く り 育 て る 条 例 （ 昭 和 48 年 ６ 月 横 浜 市 条 例 第 47 号

） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ９ 条 第 ３ 項 第 １ 号 中 「 横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例

」 を 「 横 浜 市 開 発 事 業 等 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 」 に 、 「 す べ て 」

を 「 全 て 」 に 改 め る 。  

 （ 横 浜 市 斜 面 地 に お け る 地 下 室 建 築 物 の 建 築 及 び 開 発 の 制 限 等 に  

 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

６  横 浜 市 斜 面 地 に お け る 地 下 室 建 築 物 の 建 築 及 び 開 発 の 制 限 等 に

関 す る 条 例 （ 平 成 16 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 ４ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。  

  第 ７ 条 第 １ 項 中 「 横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 」 を 「  

横 浜 市 開 発 事 業 等 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 」 に 、 「 同 条 第 ３ 項 」 を  

「 同 条 第 ５ 項 」 に 改 め る 。  
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横 浜 市 条 例 第 49 号  

   横 浜 市 高 速 鉄 道 運 賃 条 例 及 び 横 浜 市 乗 合 自 動 車 乗 車 料 条  

   例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 （ 横 浜 市 高 速 鉄 道 運 賃 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 高 速 鉄 道 運 賃 条 例 （ 昭 和 47 年 10 月 横 浜 市 条 例 第 64 号

） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ５ 条 第 １ 号 中 「 第 15 条 の 規 定 に よ り 、」 を 「 第 15 条 第 ４ 項 の

規 定 に よ り 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 号 中 「 第 12 条 の ４ 」 を 「 第 12 条 の

４ 第 １ 項 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (4)  精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 25 年 法 律

第  123 号 ） 第 45 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手

帳 の 交 付 を 受 け て い る 者 及 び そ の 介 護 人  

 （ 横 浜 市 乗 合 自 動 車 乗 車 料 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  横 浜 市 乗 合 自 動 車 乗 車 料 条 例 （ 昭 和 23 年 ８ 月 横 浜 市 条 例 第

42 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ６ 条 第 １ 号 中 「 第 15 条 の 規 定 に よ り 、」 を 「 第 15 条 第 ４ 項 の

規 定 に よ り 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 号 中 「 第 12 条 の ４ 」 を 「 第 12 条 の

４ 第 １ 項 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (4)  精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 25 年 法 律

第  123 号 ） 第 45 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手

帳 の 交 付 を 受 け て い る 者 及 び そ の 介 護 人  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 １ 条 中 横 浜 市 高

速 鉄 道 運 賃 条 例 第 ５ 条 に １ 号 を 加 え る 改 正 規 定 及 び 第 ２ 条 中 横 浜 市

乗 合 自 動 車 乗 車 料 条 例 第 ６ 条 に １ 号 を 加 え る 改 正 規 定 は 、 令 和 ７ 年

４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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横 浜 市 条 例 第 50 号  

   横 浜 市 貸 切 旅 客 自 動 車 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 貸 切 旅 客 自 動 車 条 例 （ 昭 和 40 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 ２ 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 中 「 又 は 知 的 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 35 年 法 律 第

37 号 ） 」 を 「 、 知 的 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 35 年 法 律 第 37 号 ） 又 は 精 神

保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 25 年 法 律 第  123 号 ） 」

に 、 「 又 は 知 的 障 害 者 の 」 を 「 、 知 的 障 害 者 又 は 精 神 障 害 者 の 」 に

改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 前 項 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 」 を 「 前 項 各 号 」 に 改

め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 ３ 条

第 ２ 項 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 横 浜 市 貸 切 旅 客 自 動 車 条 例 第 ３ 条 第 １

項 の 規 定 は 、 貸 切 自 動 車 の 利 用 の 日 が こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 と

な る も の に 係 る 運 賃 に つ い て 適 用 す る 。  

 




